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Abstract
“880,000 Won Generation”, a new term coined for the generation encountering 
the crisis of unemployment and non-regular job in their twenties, is in the process 
of entering common use in Korea recently. The unemployment rate and the portion 
of non-regular job have risen, under the neoliberal policies for increasing flexibility, 
since the economic crisis in 1997. Especially, after the reduction of the domestic de-
mand in 2003 which spurred new hiring freeze, the youth unemployment problem is 
getting more serious and has become one of the main social problems.
Since the late of the 1990, Korean society undergoes large-scale changes in-
cluding the transition from industrial to post-industrial society, which brought 
about high unemployment rate and instability. These changes made knowledge-
information more important to require new social system in terms of not only 
economy but also education and individual lifestyle. However, the generation in 
their twenties has no choice but to be forced to strive to get a job at a large enter-
prise to survive. They are experiencing fear, anxiety, and threat in their life, while 
they have grown up in affluence economically and materially with strong desires to 
fulfill what they want. With these backgrounds, this paper focuses on the youth so-
cial entrepreneurs who gained their vitality and joy of life through their challenges.
Social enterprises have been in spotlight recently in Korea. Some of them 
are expected to be a model of solving the youth unemployment problem, and 
some were approved as a social enterprise by the Ministry of Labor officially. 
They make the business model of coexistence, ecology, and consumer participa-
tion to network the same and different generations. This study examines the core 
of the youth problem and the possibility of the youth social entrepreneurs as an 
alternative model of work by interviews with youth social entrepreneurs.
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はじめに
青年失業問題のグローバル化に見られるように，今や「社会的弱者」と
しての若者の存在は世界的な現象となった。イタリアでは「1000 ユーロー
世代」1，日本では「ロストジェネレーション」という言葉に代表されるように，
韓国でもここ数年の間に，20 代の若者を表す言葉として「88 万ウォン世代」
という言葉が定着した。「88 万ウォン世代」とは，20 代の非正規職の手取
りが平均 88 万ウォン（日本円で約 6 万円）2 であり，20 代の失業者と非正規
雇用増大の深刻さを表した言葉として急速に社会全体に広まった 3。
韓国社会は 1997 年の IMF 経済危機以降，コスト・人員削減に基づく新
自由主義経済政策の下，失業率が上昇，非正規雇用が拡大した。さらに，
内需が崩壊しはじめた 2003 年以降，企業は新規採用を抑制するようにな
り，青年失業問題が深刻な社会問題として認識されるようになった。2009
年現在，青年失業率は 8％にも及び，全体の失業率の 2 倍以上となってい
る 4。その結果，現在の 20 代は，生存戦略のために「バトル・ロワイヤル
（Battle Royale）」ゲームに放り込まれることとなった。
大学生の多くは，安定した職場，安定した生活を得ようと，狭き門であ
る公務員・大企業への就職を目指して，大学に入学するや否や「スペック」
と呼ばれる就職準備活動を行っている。「スペック」5 とは，英語・パソコ
ンなどの資格，留学，ボランティア経験の有無，その他の実績等を全て点
数化したものを意味し，スペックが高いほど就職に有利であることから，
大学生の多くは大学生活の大半をスペックの勉強に投資する 6。高校の延
長線上の生活ともいえる大学生活の中で，うつ病や過度なストレスを経験
している者も少なくない。このような状況の中で，20 代の選択すべき道は，
今ある就職口の中で生き残りをかけることだけだろうか？そもそも，今を
生きる 20 代はどのような働き方，生き方を望んでいるのであろうか？こ
れらの背景から，本稿では，既存の生き方から抜け出し，「社会を変える」
「生き方を変える」ことを積極的に実践している若者，すなわち社会的企業，
ソーシャルベンチャーで働く若者に注目した。
韓国では，ここ数年の間に社会的企業に対する関心が急速に高まった。
IMF 経済危機以降の大量失業，非正規雇用の増加を背景に，2006 年に社
会的企業育成法が制定され，2007 年から認証社会的企業が続々と登場して
いる 7。社会的企業の中には，青年問題解決のモデルとして活動している
企業も見られ，彼らは，共存・環境・地域重視型・消費者参加型ビジネス
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モデルを作り出し，同世代間，異世代間のネットワーキングを積極的に行っ
ている。もちろん，これらの動きはまだ始まったばかりであるが，今後，
韓国社会の新しい働き方，生き方のモデルとして広まっていくと考える。
以上の視点から，本稿では社会的企業，ソーシャルベンチャーで働く 20 代
の若者へのインタビュー調査（対象企業団体については〈付録〉を参照）8
を通じて，彼らが求める働き方，生き方への語りから，20 代が直面してい
る青年問題の本質を明らかにし，青年失業問題解決における代案としての
可能性について考察した。本稿は，まず，第 2 章で現在の 20 代を取り巻
く青年失業問題の実態についての概要を論じた後，第 3 章で社会的企業，
ソーシャルベンチャーで働く 20 代の語りについて考察する。
2．「88万ウォン世代」の登場：「バトル・ロワイヤル」ゲームに放り込
まれた20代
IMF 経済危機の時期に中学・高校に通い，2000 年前後に大学に入学し
た現在の 20 代は，コスト・人員削減という新自由主義経済政策の下，「新
規採用抑制・非正規雇用増大」という，より過酷な現実に直面すること
となった。さらに，大学進学率は 2000 年代初頭には 70％，2008 年度には
80％を突破し9，高学歴失業者の問題が深刻化した。1997 年には 5.7％であっ
た青年失業率（15 ～ 29 歳）は，経済危機直後の 98 年には 12.2％に上昇
し，2000 年以降も 7 ～ 8％と，全体の失業率の 2 倍以上となっている。だ
が，この数値には就業準備者と求職者が含まれておらず，それらを含める
と 15％を超えると言われる10。特に，2003 年の内需が縮小した後の 2006
年以降は，失業者数より就業準備者数がより多くなっている（表 1 参照）。
これは，現在の若者が就職をして失業者になったというよりは，最初から
就職準備者として就職を延期するケースが圧倒的に多いことを示してい
る。近年では就職が決まらず，休学を繰り返しながら卒業を延期する学生
も数多く存在する11。
20 代の青年失業問題は，2000 年半ば以降から，深刻な社会問題として
ドキュメンタリー，映画，小説などの大衆媒体を通じて社会に広く浸透し
ていった12。中でも，2007 年にベストセラー本となった『88 万ウォン世代』
（禹晳熏／朴権一著）の登場は，就職難に直面している現在の 20 代の状況
を，若者個人の問題から世代間不均衡の問題へと認識の転換をもたらした。
実際，20 代の問題は，青年失業という雇用問題のみでなく，世代間格差
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をはじめとした韓国社会全体の構造上の問題と深く関連している。高度経
済成長を成し遂げ，消費社会を迎えた 1990 年代以降，韓国社会は「大量
生産・大量消費」を美徳としたフォーディズム時代が終焉し，知識・情報，
創造性が経済的価値を生み出す「多品種・少量生産」時代を迎えた。すな
わち，失業者，非正規雇用者の増加の背景には，経済危機，新自由主義経
済政策における構造調整とともに，産業パラダイムの転換があげられる。
この点は，経済面だけでなく，教育，ライフスタイルにおいても画一性か
ら多様性への必要性が求められている。生産よりも消費がより重要な知識・
情報化社会の中では，知識・創造性に基づく新たな雇用を生み出さない限
り失業者は増加せざるを得ない。だが，依然「画一的な教育」を受けてい
る 20 代にそれらの門戸は開かれておらず，既成世代は既存の産業構造を
独占，維持することで，階級格差，学歴格差とともに，世代間格差の拡大
が広がっているのである。
20 代の失業問題は，代案や解決策が見出せないまま，出口の見えない状
況に陥っているのが現状である。韓国政府は青年失業問題の解決策として，
2008 年から政府が運営する行政機関，中小企業への青年インターン制度を
導入した。だが，これらの対策も，一時的なインターンの創出に留まって
おり，インターンを通じて受け取る月給は 100 万ウォンにも満たないのが
現状であることから，「88 万ウォン世代」を量産させる結果につながって
いるという批判も見られる13。
その結果，以前の世代である「386 世代」14「新世代」15 とは異なり，今の
20 代は同世代内における共同体意識や文化を形成することなく，無限なき
競争社会に放り込まれることとなった。20代の現状に対して，禹晳熏（2007）
は，20 代同士連帯し，世代間不均衡を是正すべく立ち上がるのではなく，
20 代の敵は 20 代という世代内の競争へと向かっているのが現状であると
指摘する。また，趙恵浄（2009）は，「公共」と社会関係に対する感覚を
はぐくんできた 1980，1990 年代に対して，2000 年代は，ただ「成功」の
みを競争社会の目的としてオールインしようとする時代になったと指摘す
る。現在の 20 代は「勝者独占世代」とも呼ばれ，20 代は自らを「バトル・
ロワイヤル世代」と呼ぶ16。
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〈表 1〉　青年雇用動向　（単位 : 1000 人 , %）
* 資料 : 統計庁〈経済活動人口調査〉
* 実質失業者 : 失業者 + 求職断念者 + 就業準備者 + 休職中
それを象徴するかのように，現在の大学生活は「大学生私教育費」時代
となった。大学生の多くは，入学するや否や「スペックアップ」のための
就職準備活動を行っている。「高 4」「高 5」という言葉に代表されるように，
大学生活，場合によっては大学卒業後も高校生活の延長線上の生活を送る
若者も少なくない。現在の大学生をはじめとした 20 代の間では，より安
定した職を得ようと大企業・公務員志向の若者が多く占めているものの，
それらの職が得られる若者は全体のわずかに過ぎない。さらに，高校の延
長線上の生活を送っている大学生および長期失業状態の若者の中には，う
つ病や過度なストレス，自殺衝動などを経験している者も少なくない。そ
の結果，20 代は，10 代で培ってきた文化的欲求を 20 代で発散することが
できず，価値不在の状況におかれている。今の 20 代について，「希望庁」（若
者就労支援ネットワーキングセンター）で働いているスタッフは以下のよ
うに話している。
大学卒業後，就職するという画一的な生き方が内面化しており，何を
したいのか分からない若者が多い。卒業後の進路も，大企業に就職した
い，公務員になりたいなど，自分の判断ではなく，世間の判断に任せる
という感じだ。そのために TOEIC，語学研修，ボランティアを行った
りしている。彼らは，「やりたいこと」と「やらなければならないこと」
を別々に考えている。（ファジョン，30 歳，希望庁スタッフ）
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大学生の多くは，既存の価値観を内面化しており，卒業後就職しなけれ
ばならないという強迫観念を抱いている。もちろん，学校外の経験の場で
ある旅行，ボランティア，語学研修などを通じてやりたいこと，将来の進
路を考えるきっかけを得ている若者も少なくない。だが，多くの場合，そ
れらは新しい生き方を模索する手段ではなく，スペックのひとつとして捉
えられている。実際，「88 万ウォン世代」という言葉の認知度が上がるに
つれ，現在の 20 代がおかれている状況を世代間不均衡とする見解が広ま
り，当事者である 20 代も自分たちのおかれた状況を「世代間格差」と認
識する傾向が強く見られる。だが，世代的連帯を一度も経験したことのな
い 20 代にとって，その方法をめぐって放浪する若者も少なくない。
今のテレビ・ファッション業界は 10 代中心で，社会の主流派は 30
代と 386 世代（今の 40 代）だから，社会の中で 20 代が入る隙間がな
い。今の 20 代は一度失敗をしたら終わりだという恐れを持っている。
みんな安定した生活を望んでいる。だから，20 代は就職準備をするた
めに，スペックに余念がない。自分はこの 8 月からインターンで働く
予定だけれども，これからのことについて不安はけっこうある。何よ
りも，まわりの友人は「貧しくても幸せに生きる自信がない」と話し
ている。　　　　　　　　　　　　　　　（ソンイル，28 歳，大学生）
大学 4 年生のソンイルは，大学のセミナーを通じて，20 代中心の新しい
経済モデルを作る活動に携わっていたものの，内部の合意が得られず今は
中断しているという。20 代同士の連帯が軌道に乗らない状況の中で，将来
に対する希望が持てず，常に不安を抱く日々を送っている。ソンイルの友
人が語っている「貧しくても幸せに生きる自信がない」には，貧困に陥る
可能性の高い新しい人生モデルよりも，今ある就職口のなかでの生き残り
を優先しようとする考えから出てきた語りといえる。貧しくても将来への
希望が見えるのであれば，「貧しさ」は一時期な状況であり，将来への希
望を抱きながら幸せに生きることができる。だが，貧しくて，かつ先の見
えない状況を生きる 20 代にとっては，「貧しさ」にそれ以上の価値を見出
せずにいるのである。求職者と就業準備者の増加，そして「一度失敗した
ら終わりだ」という語りに見られるように，今の 20 代は成功どころか失
敗する機会すら得られない受動的な世代であり，将来に対する不安から抜
け出せずにいる世代といえる。
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3．「やりたいこと」を仕事につなげる社会的企業
20 代は「生存」の危機に直面しながらも，「どう生きるか？」「何をやり
たいのか？」といった「実存」への問いかけを失ったわけではない。実際，
20 代の多くは常に「やりたいこと」という語りを通じて自己を表現する。
だが，今や「やりたいこと」をすることは保障のない人生であり「貧しい
生活」につながるという認識が広まっている。就職難という状況は「やり
たいこと」を推し進めていく上であまりにもリスクが高いと判断し，若者
の多くは市場に合わせた生き方を選択し，20 代の人生をスペックに投資す
るのである。
一方，「スペックに投資する人生」と決別し，「生き方を変える」ことを
積極的に実践している若者が少なからず増え続けている。中でも，「生き方」
のみでなく，「社会」を変えることを実践している社会的企業，ソーシャ
ルベンチャーおよび社会的企業養成講座等（以下，区別して用いる場合を
除いて「社会的企業」とする）で働いている 20 代，そしてインターンと
して活動している大学生の語りから見えてくるものは，20 代には民主化闘
争に挑んだ 386 世代など既成世代に見られるマクロ的な市民運動，政治闘
争の経験はないものの，日常生活における脱権威主義，脱地域主義，男女
平等，異文化理解，環境問題などに慣れ親しんでいる世代であるという点
である。さらに，新自由主義政策下における労働の道具化，近代化のプロ
セスで形成されてきた権威主義な人間関係，人種，性差別，環境破壊，市
場原理主義など，犠牲の上に成り立つ成長，発展に対して異議を唱える世
代でもある。その点で，社会的企業で働くことは，これら 20 代の生き方
と結びつく側面を備えている。今の若者にとって「働く」とは，単なる就
業というレベルを超えて，働く意味，生きる意味，そして社会・環境との
調和も含めたモチベーションが大きく作用していることがわかる。
3－ 1「関係性」の中に存在する「やりたいこと」の発見
社会的企業で活動する若者の多くが，活動するに至った動機について語
る際に口にする言葉は，「やりたいことを仕事にする」である。一般的に「や
りたいこと」とは，個人の主観に基づいた言葉である。だが，彼らは具体
的にやりたいことについて語るのではなく，まず「お金（金銭的なこと）
よりも，やりたいことをやってみたかった」「お金のために働きたくなかっ
た」と表現する。新自由主義経済政策が加速化する中で，大企業・公務員
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への就職をめざして経済的安定を手に入れようとする若者がいる反面，拝
金主義に基づく人間関係からの解放を求める若者が少なくない。
卒業後は，文化，音楽関連のウェブ制作をしてみたかった。人を探
したが見つからなかった。結局貿易関連の仕事につき，オンライン
ショッピングの企画を担当した。当時趣味で音楽活動もしていた。こ
れを仕事にできればいいなあと思っていた。仕事の内容は，企画とい
うよりかは「売らなければいけない」というプレッシャーが強かった。
価格競争がすべてであった。また自分が担当していたのは，自分の収
入よりも高いブランドものを扱う仕事だった。「収入よりも高いカバ
ン」を扱っているのがいやだった。結局仕事をやめた。
（スヨン，26 歳，ノリダンスタッフ）
2 年ほどの職場経験を持つスヨンの場合，やりたいことは趣味にとどめ
ながら，貿易会社で働くようになるが，資本主義社会における価格競争へ
の嫌悪感を抱くようになる。それは，「自分の収入よりも高いカバンをな
ぜ売らなければならないのか」といった疑問に集約される。経済的豊かさ
の中で育ってきた若者は，消費を通じたアイデンティティーを強く持って
いる一方で，仕事という現場においては，金銭からの解放を求めるという
2 つの欲求の狭間におかれているケースが少なくない。さらに，実際働く
ことを通じて，自分が思い描いていたイメージとはかけ離れていたことか
らくる失望も見られる。
放送の仕事をしたことがある。放送は美しいメッセージを送ること
ができる仕事だと思ったが，実際は違った。硬直した組織社会で，組
織の中の人間関係に疲れた。また，放送局での操作・編集という作業
を通じて，すべてが操作されて作られたものだということを知って幻
滅した。　　　　　　　　　　　　　　（ユナ，24 歳，希望庁スタッフ）
ユナは，いくつかの職場で働いた経験を持っているが，それまでの仕事
がどれもイメージしていたものとは違ったと語る。職業選択において安易
な考え方も原因だったと彼女自身語るものの，ある仕事に対して，それま
での「消費する側」から「生産する側」へと立場が変わった時，そこで行
われている「操作」という行為は，若者にとって「好ましくない行為」と
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して経験される。理想と社会の現実とのギャップは，若者にとって「社会
とはそんなもの」という大人の意識を純粋に受け入れられない構造を生み
出している。
職場をやめるきっかけとなった背景には，仕事内容のみでなく，近代化
のプロセスの中で形成されてきた権力中心の人間関係とともに，新自由主
義経済政策における企業内の道具的人間関係からの解放があげられる。
友だちはいい企業で働いていた。いろいろ悩んだが，今じゃないと
できないと思った。貿易会社で働く前は大学の助手などをしていた。
これまで働いた経験からいえることは，仕事自体よりも，理不尽な対
応など，ほかの作用による人間関係，権力を中心とした人間関係に終
止符を打ちたかったから。
ノリダンの中でも，職場経験のある団員は，会社で自分は消耗品に
過ぎず，信頼関係がまったく築けなかったと話している。
（ミンジョン，29 歳，希望庁・ノリダンスタッフ）
これらの語りから浮かび上がってきた点は，今の 20 代にとって仕事を
やめるきっかけは，近代化・経済発展の中で構築されてきた権威主義的な
人間関係，そして，市場迎合主義への問いかけであり，単に「責任意識が
ない」「甘えだ」という大人の批判とは異なった価値観を持っていること
を示している。
では，彼らにとって「やりたいこと」とは，どのように発見されるのだろ
うか？社会的企業で活動するようになった若者が言葉にすることの多くは，
「音楽をやりたい」「映画を作りたい」という具体的な行為とともに，やりた
いことをやっている人々の存在，それらを分かち合う人々と場の存在である。
今やっている仕事は，旅行を通じて生き方を変えるというプロジェ
クト。もともと旅行が好きで一人でアメリカや日本，韓国内を旅行し
た。この企業に入ってからは一人ではなく，多くの人とさまざまな意
見を分かち合うようになって，旅行に対する観点が変わった。やっぱ
りコミュニケーションが重要だと思う。大学時代は映画制作が夢だっ
たが，生き方を変える方法は映画でもありえるし，旅行でもあり得る。
コミュニケーションが社会を変えるきっかけになると信じている。
（ジヒョク，28 歳，MAP スタッフ）
334
福島みのり：韓国青年失業問題についての一考察 ―社会的企業で働く 20 代を中心に―
持続可能なフェアトラベル（公正旅行）を企画する旅行協同組合マップ
で，ジヒョクが担当している智異（チリ）山徒歩旅行は，智異山の麓を歩
きながら自然と接し，麓にある農村に滞在し，農村の人々とのコミュニケー
ションを行うことを目的とする旅行企画である。ジヒョクにとって，一人
旅行も楽しいが，旅行企画を誰かとともに作り上げていく経験は，コミュ
ニケーションの重要性への認識をもたらしたと同時に，彼自身に満足と成
長をもたらしている。「やりたいこと」は，自分が求めていたロールモデ
ルとの出会いを通じて発見されるケースも見られる。
大学卒業後，助手をしていたとき，ノリダンのことを本で知った。
やりたいことをやっている人がいることにある意味衝撃を受けた。・・・
結局自分が選択することが大切だということが分かった。
（ユナ，24 歳，希望庁スタッフ）
希望庁で働いている人の表情がいい。雰囲気をソフトにする役割を
担っている人が多い。一般的な会社は，仕事の内容そのものよりも，
仕事以外の規則や表面的なことを重要視する。でも，希望庁では仕事
そのものに没頭できる。個人のパーソナリティーが重要だということ
をすごく感じた。今回のプロジェクトが自分の成長になり，少しでも
みんなの役に立てたことがうれしい。　　（ファジン，22 歳，大学生）
　
「働くこと」に関して得られる情報が少ない状況の中で，20 代の中には本，
先輩の話，そして直接的な体験を通じて「自分の居場所」を見つけていく
者が少なくない。やりたいことで食べて生きていくことは無理だという固
定観念に縛られていたユナにとって，社会的活力と持続可能な楽しみをデ
ザインする公共文化芸術企業である「ノリダン」との出会いは，やりたい
ことをやっている人々の存在に気づき，自分自身これまで社会，親の基準
に合わせて進路選択をしてきたことへの省察をもたらしている。また，ファ
ジンの場合も同様，20 代の若者の社会デビューを手助けするネットワーキ
ングセンターである「希望庁」での経験を通じて，やりたいことをやって
いる人々の表情に感動し，活動に従事するようになる。なお，これらの団
体では，全員がニックネームを用いることで，年齢・学歴不問の人間関係
を築き，すべての決定事項は全員の意思を尊重する形で行われる。こうし
た脱権力・水平的な人間関係を志向する社会的企業で実際に働き，プロジェ
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クトに参加するようになった若者の間では，人に言われて仕事をするので
はなく，自分が主体的に何かを作り上げる仕事を通じて，自分が成長でき
る経験，そして，まわりの人と競争するのではなく，何かをともに作り上
げていく経験が大きな満足感につながっており，自分たちにとってそれが
社会的企業であったと語る。
5 月のイベントのときに，「希望コーディネーター（希望庁で実施し
ているプロジェクト）」を 10 人募集した。青年問題について悩んでい
る若者が来るかと思ったら，大部分が，「スペックアップ」17 に登録し
ていた若者で，予想外の展開だった。もともとは，「スペック」を稼
ぐために，この行事に参加したと言っていたが，結果的に彼らに「生
き方への転換点」を与えるきっかけとなった。彼らは，今まで自分の
悩みや仕事について語り合う場がなかったと話していた。「希望コー
ディネーター」に参加して，自分の悩みをともに語り合う場がある，
あったこと自体に非常に感激していた。このイベントを通じて，1980
年代の学生運動との類似，社会を変える可能性を感じた。
（ミンジョン，29 歳，ノリダン・希望庁スタッフ）
ボランティアの経験，インターンシップも「スペックアップ」の一つに
認定される状況の中で，スペックの点数稼ぎのために希望庁のインターン，
慈善事業に参加する大学生も少なくない。だが，彼らの中には実際に参加
することで，本来の目的とは異なった経験を得る場合もある。最も大きな
要因として「自分の悩みを語り合う場」「健全なコミュニケーション」の
発見である。それまでは，同じ 20 代が自分の敵であり，自分が他人より
も少しでもいい会社に就職しようと考えてきた大学生が，希望庁でのプロ
ジェクトの経験を通じて，「共有」「共存」という価値を学んでいく。「自
分の悩みを語り合う場があるということ自体が驚きだった」という語りに
見られるように，いかに多くの若者に希望庁の存在を伝えるかがスタッフ
には重要な任務となっている。一度「希望コーディネーター」に参加した
若者の中には，再度参加するケースが多く見られ，その経験を通じて，社
会的企業で働くようになった若者も見られる。これらの経験が，若者の間
に「やりたいこと」という言葉で表現されている。「やりたいこと」とは，
一人でできるものではなく，自分自身が主体になりつつも，ともに何かを
作り上げていく経験を通じて築き上げられていく。活動，働く経験が，他
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律的志向から自律的志向への転換がなされ，それが共有されたとき，社会
を変える原動力になるのである。
3－ 2　「文化」を通じた社会問題の解決
社会的企業で活動する 20 代の中でも，ソーシャルベンチャーを起こし
た 20 代の場合，「やりたいこと」について「環境・人間に‘やさしい’仕
事をしてみたかった」と表現する。ここで言う「やさしさ」とは社会的弱
者に対する配慮であり，環境と人間，人間同士のバランス，共存，公正さ
を意味する。「破壊」ではない「共存」，「競争」ではない，「連帯」という
関係性を通じた社会問題の解決である。さらに，今の 20 代は，消費社会
に慣れ親しんできた世代として，大衆文化・メディアに精通しており，文
化という媒体を通じて，大衆との意思疎通を図り，社会問題を解決する方
法を選択する。画一性ではない，多様性の中から生まれる文化を通じた表
現は，自分のデザイン，メッセージなどのオリジナリティーを生かすこと
ができ，他の企業との差別化となる。
大学時代，政治学を専攻したソニョンは，政治で社会を変えることに限
界を感じ，市民団体や NGO 団体で活動をするようになる。大学を休学し，
「T4G」というソーシャルベンチャーを起こした理由として，それまでの
市民団体での活動が常に財政難に直面し，何よりも「持続可能性」を目指
して起業したと語る。大学時代，数多くのプラカードや垂れ幕が大学のキャ
ンパスやイベント会場に捨てられている現状に注目し，それらの生地をま
ず環境洗剤で洗った後，カバンを作るソーシャルベンチャーを立ち上げる。
事業をする上で，何よりも消費者に圧迫を与えないことに気を使っ
ている。デザインがよくて，質のいいものを買った結果，環境にもよ
いという意識を持たせることが重要だと思う。その逆だと，説教っぽ
くなる。商品選択については，人々がよく知っている素材を使うこと
を心がけている。　　　　　　　　（ソニョン，25 歳，T4G スタッフ）
大衆に身近な素材を用いることは，大衆に環境への意識変化を促す上で
の重要な側面となっている。さらに，使用済みの垂れ幕やプラカードを用
いてカバンをデザインし製作する作業は，一つとして同じものを生産する
ことはできない。「大量生産・画一化」といったマーケット市場からの差
異化戦略として，「世界に一つしかないカバン」というメッセージを掲げ
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る T4G の試みは，環境問題という側面だけでなく，ファッションの個性
を追求する消費者の要求に一致した戦略となっている。
環境問題が地域レベルでの環境汚染から地球規模への環境破壊へと移行
するにつれ，それまで環境問題が企業責任の問題として捉えられてきたの
に対して，近年は企業による対策とともに，市民一人ひとりによるゴミの
分別，エコバック持参などの意識改革が必要とされる時代となった。だが，
ソーシャルベンチャーで働く若者の中には，商品の販売に際して，環境問
題への意識改革をアピールするのではなく，あくまでもデザインでの勝負
を通じて，大衆に環境問題への意識改革を促すケースが見られる。
何よりも，デザインを通じて共に幸せになる方法を探すということ
が今の事業のメッセージだ。人間と動物，植物との共生，大人と子ど
も，専門家と大衆など。社会的弱者と強者とのバランスが重要だと思
う。これらのバランスにおけるビジネスモデルを作りたかった。デザ
インとメッセージは自分で作成しているが，何よりも自分がやってい
て楽しいから。デザインは，一般の人々との橋渡しになるし，気軽に
アプローチできる方法だと思う。市民団体の中には，明確なメッセー
ジ性をもって活動に従事している団体もあるが，一般の人々との通路
が見えない。自分達だけの活動で，文化，デザイン性がないし，一般
市民の顔が見えない。　　　　　（ミヒョン，25 歳，JADE スタッフ）
既存の市民団体は，明確なメッセージ性を持っている反面，活動の主体
が専門家中心となっており，社会，企業，一般大衆への意識改革を促す上
で強制力を伴う場合も少なくない。一方，20 代が主体となったソーシャ
ルベンチャーの中には，気軽にアプローチできる方法として，「デザイン」
が一般大衆とのコミュニケーションの手段となっており，それが環境にお
ける人間と動物，植物とのバランスのみでなく，人間社会における関係性
のバランスを促している。絶滅危機にさらされている北極グマとの出会い
をきっかけに，「地球をデザインする企業 JADE」を立ち上げたミヒョンは，
絶滅危機の動物をはじめとしたさまざまな動物のキャラクターとメッセー
ジが描かれている文房具を販売している。ミヒョンは，JADE を起業した
理由について，趣味のデザインとともに，大学時代の専攻である国文学，
副専攻である経営学が，結果として JADE の企業経営およびメッセージの
伝達に生かせる仕事だったからだと語る。
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JADE は現在，オンラインでの販売が中心となっており，オフラインの
販売は大学での生協以外は行っていない。ミヒョンは，オンラインでの活
動にこだわる理由として，オフラインを通じてほかの業者に委託した場合，
「販売」中心となり，購買者の顔が見えない点をあげる。ソーシャルベン
チャーの場合，多くがオンラインでの販売を通じて活動を行っており，消
費者からの意見を参考に新しい商品の開発も行っている。「誰でもデザイ
ンできる」をモットーに作られた消費者参加型ソーシャルショッピング
モールを運営する「Doing.net」の場合も同様，Ｔシャツを製作する段階か
ら消費者，デザイナーとの積極的なコミュニケーションを通じて，一つの
作品が誕生するしくみとなっている。オンラインにおける生産者と購買者，
消費者とのコミュニケーションの場は新しい「公共空間の場」となってい
ることがわかる。さらに，消費者自身も，もはや「モノ」を買うのではな
く，その「モノ」の背景にあるメッセージ，そしてその「モノ」が作られ
るまでの「物語（ストーリー）」を消費することを求めており，メッセージ，
物語の消費が社会問題解決の糸口となっている。
「環境・人間にやさしい仕事」というモットーは，ともに働く生産者の
領域にも見られる。韓国の社会的企業では，脆弱階層の雇用を重視してい
ることから，失業者や低所得者層に仕事の機会を提供する試みもなされて
いる。T4G の場合，デザインは自分たちのアイディアによるものだが，カ
バン製作に携わっている人は，低所得者層の人，仕事を失った人たちに委
託している。韓国ではカバンを製作する工場が途上国に多数移転したこと
で数多くの失業者が出たことが影響している。雇用不安におかれている人
は，演劇，映画制作などに携わるアーティストも同様である。これらのアー
ティストに作品展示の機会を与える事業や，ノリダン，Dooing.net のよう
にアーティスト自身が，社会的企業の活動に携わるケースも見られる。社
会問題の解決を目的とした社会的企業が，自分たちの対象を消費者のみで
なく，ともに働く生産者の領域においても「共存」「連帯」といった関係
性のバランスを実践していることがわかる。
社会問題を「運動」「改革」といったマクロな主体から「日常生活での実践」
を通じて意識を変える試みが社会的企業，ソーシャルベンチャーで活躍す
る 20 代の間に広まっている。社会問題の解決方法を，市民運動家同士行
うのではなく，若者同士，異文化，異世代との交流，そして大衆との対話
を通じて行い，そのツールとしてアート・デザインをはじめとした文化が
重要な役割を担っている。
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おわりに
本稿は，既存の生き方から抜け出し，「社会を変える」「生き方を変える」
ことを積極的に実践している若者，すなわち社会的企業，ソーシャルベン
チャーで働く若者に注目し，彼らの働き方，生き方を通じて，若者を取り
巻く問題について考察した。社会的企業，ソーシャルベンチャーで活動す
る 20 代へのインタビュー調査から，彼らの求める働き方，生き方には以
下のような点が見られた。
第一に，「やりたいこと」を仕事にする自律的労働への欲求である。「や
りたいこと」との発見は，個人のレベルではなく，「自分のため」が「他
人のため」につながる「共存」「連帯」を基盤とした社会関係資本の中で
築き上げられる。その点で，社会的企業で働く 20 代は近代化のプロセス
に見られた環境破壊による経済発展，他者を犠牲にすることで勝ち残れる
画一的な競争の中での生存戦略には否定的である。すなわち，自律的労働
を求める若者の間では，連帯・共存を通じた社会関係資本を通じて労働に
対する満足を得ることができ，人生を豊かに生きようとする傾向が見られ
る。社会関係資本を得ることは，人間関係における相互扶助機能をもたら
し，顔の見えない関係から顔の見える関係を通じた，人間性の回復を得る
ことができる。
第二に，「文化（アート・デザイン）」への欲求である。現在の 20 代は，
消費文化に慣れ親しんできた世代として，大衆文化・メディアに精通して
おり，文化・アートという媒体を通じて，社会問題を解決する方法を選択
する傾向が見られる。画一性ではない多様性の中から生まれる文化・アー
トを通じた表現は，自分のデザイン，メッセージなどのオリジナリティー
を生かすことができる。さらに，「文化」を通じた大衆との意思疎通空間は，
オンライン・オフラインを通じた新しい公共空間，そして新しい市民運動
の形成に結びついていた。
第三に，第一，第二と関連し，ライフスタイルにおける「自立」から「自
律」への移行である。社会的企業で働く 20 代にとって，経済力を身につ
けた「自立した人生」よりも，自分の「やりたいこと」を忠実に実行して
生きていく「自律した人生」が何よりも優先視されている。社会的企業で
働く 20 代は，「88 万ウォン世代」という言葉に対して，金額ではなく，「い
かに幸せに生きられるか？」，すなわち「いかに主体的に生きるか？」が
重要であると語る。その点で，彼らは大企業，公務員をめざす若者に対し
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て非難はしない。企業に就職するにせよ，社会的企業で働くにせよ，それ
は個人の選択であり，どちらが優れているという問題ではないからである。
だが，人生選択が個人の問題であるにせよ，現在の 20 代の多くは経験
や情報を共有する場が少なく，結果，画一的な競争に参入せざるをえない
状況にある。社会的企業に出会った「スペックアップ」に登録していた若者，
職場経験の若者の語りから浮かび上がってきた点は，「自立」「競争」の中
で生き抜くことを強要されている 20 代が，「自律」「共存」へのきっかけ
をいかにして得るかという問題である。
韓国社会で「社会的企業」という言葉が公式的に知られるようになって
から，わずか 2 年が経過したばかりである。社会的企業の経営はまだ発展
途上にあり，社会的企業の存在が青年失業問題のすべてを解決するわけで
はない。だが，社会的企業家精神が，新しい生き方のモデルを実践する青
年を多く見出すことで，青年失業問題への解決の糸口になる可能性は十分
にある。社会的企業で働く若者にとって，企業の持続可能性と雇用の安定
がこれからの課題となっていくであろう。この点については，日韓比較も
含めて，今後の調査の課題としたい。
いまや青年失業問題とは，雇用創出のみでなく，破壊から共存，競争か
ら連帯などの価値観の変革と，疎通・連帯に基づく関係性の回復が求めら
れている。
　
〈付録〉　インタビューを実施した企業団体一覧
① 社会的企業「ノリダン」：2004 年設立。人間と自然と文明の再利用を基本理念として，社
会的活力と持続可能な楽しみをデザインする公共文化芸術企業。メンバーは現在 87 名。パ
フォーマンスのクオリティと独特なクリエイティビティが世界中から注目を集め，韓国を
はじめロンドン，香港，シンガポールなど世界各国を舞台に，毎年 200 公演以上，1000 回
以上のワークショップを行い，環境にやさしいライフスタイルを提案している。
 （ノリダン：http://www.noridan.org/）
② 希望庁：2007 年設立。「20 代の若者が元気に社会デビューできるネットワーキングセンター」
を目指す。中心メンバーは全員 20 代で，学生時代に NGO 関係やネットベンチャー関連で
働いていた若者が大半を占める。「自分の働く場所は，自分で探そう（創ろう）」「青少年の
失業問題を社会的企業を通じて解決しよう（社会的価値を創造しよう）」というモットーで
活動をしている。
 （希望庁：http://hopenetwork.tistory.com/）
③ ハジャセンター：1999 年設立。延世大学がソウル市から委託を受けて運営しているソウル
市立青少年職業センター。自律と共存をモットーとした代案教育学校。近年は，社会的企
業家養成講座を新設し，ソーシャルインキュベーターとしての活動も行っている。
 （ハジャセンター：http://haja.net/）
④ JADE：2008 年設立。絶滅危機にある動物保護を目的として設立される。自分たちでデザ
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インした動物の絵のカードや文房具類をネットで販売し，一部を動物保護団体に寄付する
活動を行っている。
 （JADE：http://love-jade.com/xe/jadeator/773#）
⑤ Doing.net：2008 年設立。「誰でもデザインできる」をモットーに作られた T シャツデザイ
ンコミュニティー兼ショッピングモールを運営する。チリ山のダム建設運動反対，ノ・ムヒョ
ン前大統領追悼 T シャツ，就職・大学入試合格祈願 T シャツなどのメッセージで作品を募
集し，投票を通じて販売する T シャツのデザインを選ぶ。2008 年 12 月オープンして以来，
1500 以上のデザインが登録されており，200 以上の T シャツを販売している。
 （Dooing.net：http://dooing.net）
⑥ T4G：2008 年設立。使用しなくなった垂れ幕を環境洗剤で洗い，「環境にやさしい」「世界
にひとつしかないカバン」をモットーに，自分たちでデザインしたカバンをインターネッ
ト販売する。また，収益金の一部は救世軍ソウル厚生院のアトピー児童患者に寄付される。
（T4G：http://www.touch4good.com/）
⑦ 旅行共同組合 Map：2008 年設立。持続可能なフェアトラベル（公正旅行）を企画する予備
社会的企業。チリ山徒歩旅行，ネパール生態旅行，日韓百済交流旅行など，その地域の人々
との交流を通じて，持続的な関係性と学習の場を提供することを目的に，国内外のユニー
クな旅行企画を行っている。
 （Map：http://map.haja.net/zbxe/）
　　　　　　　　　
1 イタリアの若者が，非正規職の不安定な若者の生活を描いた本のタイトルである。1000 ユー
ローとは，イタリアの非正規職の若者の平均賃金（月給）を指す。日本では『僕らはワー
キングプー』（世界思想社，2007）というタイトルで翻訳されている。
2 非正規職の平均賃金（月給）である 119 万ウォンに，20 代の賃金比率である 74％をかけ
て出した数字である（禹晳熏，2007）。
3 「88 万ウォン世代」とは，経済学者禹晳熏が記者出身かつ社会運動家でもある朴権一とと
もに書いた本のタイトルである。2007 年 8 月，進歩的なインターネット新聞『レディアン』
から「世代間不均衡」に関する経済批評書として出版された。この本の影響により，20 代
が経済的におかれている立場を「88 万ウォン世代」と呼ぶようになった。
4 労働部『労働白書』各年度版参照。
5 「スペック」とは英語「specification」の略（機械などの構造や性能を表示したもの）であるが，
ここでは人間の性能を表す意味として使われている。
6 就業ポータルキャリアが 2009 年 8 月に大学 3，4 年生 442 人を対象に「この夏休みにする
こと」についての設問調査を行った結果，「就職準備およびスペック準備」が 73.1％と最も
多く，つづいて「アルバイト」（21.5％）であった。アルバイトをする理由として，「生活
費を稼ぐため」（44.2％）につづき，「授業料準備」（35.8％）となっており，大部分が生計
型アルバイトを行っていることが明らかとなった。
7 韓国の社会的企業は，主に脆弱階層の雇用率および利用者率を高めることを目的としてい
る。2008 年度時点で 220 団体が申請，84 団体が認証取得し，政府からの補助金を受けて
いる（労働部，2009）。社会的企業の詳細については，労働部ホームページ（http://www.
socialenterprise.or.kr/）を参照。
8 2009 年 8 月 2 日から 16 日にかけて，付録に提示した団体で活動および働く 20 代の若者
12 人にインタビュー調査を行った。個人，または 2 ～ 3 人を単位とし，1 時間～ 1 時間半
程度行った。
9 韓国教育開発院『教育基本統計調査』各年度版参照。
10 『2009 年 6 月雇用動向』（統計庁）によると，2009 年度の青年経済活動人口は 440 万 7 千
人であり，青年失業者（30 万 2 千人）に青年就業準備者（29 万 9 千人），青年求職断念者（7
342
福島みのり：韓国青年失業問題についての一考察 ―社会的企業で働く 20 代を中心に―
万 7 千人）を含めた計算では，15.63％になる。また，休学中の大学生，大学院生まで入れ
るとより高い数値となる。
11 2009 年 5 月統計庁『経済活動人口附加調査結果青年層』によると，青年層人口（満 15 ～ 29 歳）
978 万 9 千人中，卒業・中退者は 481 万 9 千人（49.2％），在学・休学生は 496 万 3 千人（50.7％）
であり，中でも 20 ～ 24 歳の休学者数が 40 万 2 千人と 2008 年度に比べて 8 万 4 千人増加
した。
12 代表的なものに，映画『マイジェネレーション』（2004 年），小説『クイズショー』（2007
年），KBS ドキュメンタリー『IMF 以降の 10 年，2 万ドル国家と 88 万ウォン世代』（2007
年）などがある。
13 政府が推進している青年インターン制度は，短期的に青年失業率を低下させること以外に
は，青年失業問題の根本的な処方になっていないとする批判が市民団体を中心に見られる
（2008 年 12 月 14 日「政府の予算案処理に対する批判」経実連）。
14 「386 世代」とは，1990 年代末に頭角を現し始めた「80 年代に大学生として民主化運動に
関わった世代」を指す言葉である。「386」とは，「30 代（90 年代基準），80 年代に大学生，
60 年代生まれ」を意味する。（岩波小辞典『現代韓国朝鮮』2002 年参照。）
15 「新世代」とは，90 年代に大学に通った世代であり，消費文化の中で育ってきた世代と呼
ばれる。経済的豊かさと民主化の達成の中で過ごしてきた世代であり，既成概念にとらわ
れず，新しい価値観を追求する世代として，自己実現，自己主張が強い世代とも言われる。 
（岩波小辞典『現代韓国朝鮮』2002 年参照。）
16 「88 万ウォン世代」の著者（禹晳熏／朴権一）は，別のタイトルとして「勝者独占世代」「バ
トル・ロワイヤル世代」を提案していた。「バトル・ロワイヤル世代」は，深作欣二監督の
映画『バトル・ロワイヤル』に因んだ世代名であるが，2008 年度の入試競争がさらに激化し，
高校 3 年になった 1989 年生まれの学生たちが自嘲的に付けた名前が「バトル・ロワイヤル
世代」であったという。（禹晳熏／朴権一，2009：pp27 － 28）
17 「SPEC UP」（http://cafe.naver.com/specup）は，大学生海外インターンシップ共有コミュ
ニティーであり，ボランティアプログラム，公募情報等が得られるサイトである。
